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磯
部
道
の
概
要

磯
部
道
は
、
宇
治
か
ら
志
摩
国
と
伊
勢
国
の
国
境
で
あ
っ

た
逢
坂
峠
を
経
て
伊
雑
宮
に
至
る
道
。
神
宮
を
参
拝
し
た
後
、

伊
雑
宮
へ
参
る
人
々
が
歩
い
た
ほ
か
、
志
摩
地
方
か
ら
は
主

に
天
び
ん
棒
を
担
い
で
魚
介
類
を
運
ぶ
徒か
ち
に
も
ち

荷
持
の
往
来
が
盛

ん
だ
っ
た
。
徒
荷
持
は
志
摩
地
方
で
揚
が
っ
た
魚
介
類
を
、

翌
日
の
河
崎
の
朝
市
ま
で
に
届
け
る
た
め
、
夜
を
徹
し
て
逢

坂
峠
を
越
え
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
磯
部
道
は
志
摩
の

人
々
が
伊
勢
に
出
る
生
活
道
だ
っ
た
が
、
明
治
の
中
ご
ろ
ま

で
は
人
が
通
る
の
が
精
一
杯
の
道
だ
っ
た
。

明
治
26
年
（
１
９
８
３
）
に
大
改
修
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和

40
年
に
は
バ
ス
が
通
れ
る
伊
勢
道
路
が
開
通
し
、
現
在
は
磯

部
道
の
大
半
が
伊
勢
道
路
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伊
勢

道
路
に
は
、
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
１
つ
は
伊
勢
市
側

の
起
点
に
あ
る
五
十
鈴
ト
ン
ネ
ル
で
、
内
宮
か
ら
出
発
す
る

磯
部
道
が
内
宮
の
本
殿
近
く
を
通
る
た
め
、
排
気
公
害
な
ど

を
心
配
し
た
配
慮
だ
と
思
わ
れ
る
。
五
十
鈴
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
、
島
路
川
を
わ
た
り
、
島
路
山
と
呼
ば
れ
る
神
宮
林

の
中
を
道
は
進
む
。
こ
の
神
宮
林
で
は
、
３
０
０
年
後
の
遷

宮
用
材
を
育
て
て
お
り
、
風
致
が
保
た
れ
た
自
然
豊
か
な
森

が
続
く
が
、
歩
道
が
狭
い
た
め
散
策
に
は
適
さ
な
い
。

も
う
１
つ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
逢
坂
峠
の
下
を
通
る
志
摩
路

ト
ン
ネ
ル
で
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
近
く
か
ら
、
古
い

磯
部
道
の
上
り
口
が
あ
り
、
逢
坂
峠
へ
進
む
。

逢
坂
峠
は
標
高
２
４
３
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
峠
だ
が
、「
七

曲
が
り
」
と
呼
ば
れ
る
急
坂
が
あ
り
、
ふ
だ
ん
は
低
い
山
々

の
間
で
暮
ら
す
志
摩
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
険
し
い
峠
道

だ
っ
た
。
う
っ
そ
う
と
し
た
杉
林
の
中
を
進
む
一
帯
は
、
猿

田
彦
の
神
が
倭
や
ま
と
ひ
め
の
み
こ
と

姫
命
と
出
会
っ
た
と
伝
わ
る
「
猿
田
彦
の

森
」
や
、天
照
大
神
が
お
隠
れ
に
な
っ
た
と
い
う
「
天
の
岩
戸
」

な
ど
神
代
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
る
。
ま
た「
天
の
岩
戸
」か
ら
流
れ
る
岩
清
水
は
、

名
水
100
選
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

逢
坂
峠
を
下
り
る
と
、
志
摩
地
方
の
水
源
と
な
っ
て
い
る

神
路
ダ
ム
沿
い
に
至
り
、
再
び
伊
勢
道
路
と
合
流
す
る
。
こ

の
辺
り
に
は
か
つ
て
い
く
つ
も
茶
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
辺
り
か
ら
は
地
形
も
な
だ
ら
か
に
な
り
、
歩
き
や
す
く
な

る
。
志
摩
市
磯
部
町
の
恵
利
原
を
経
て
伊
雑
宮
が
あ
る
上
之

郷
へ
。
伊
雑
宮
は
内
宮
の
別
宮
で
、
志
摩
一
の
大
社
。
毎
年

６
月
24
日
に
行
わ
れ
る
御
田
植
祭
は
、
日
本
三
大
御
田
植
祭

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
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神話時代からの　伝説が残る峠道。
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歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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約 1500 ｍ

深い木立
に覆われ、昼間
でもうっそう
としてる。

街道は
ダム湖の中に
水没して
いる。

天の岩戸
への案内が
ある。

※伊勢市内の磯部道は歩くのが
　危険なため、志摩市磯部町内
　より掲載します。

神
路
ダ
ム

伊
勢
道
路

5 旧日向橋
現在の道の左側の低
いところにあり、草
で覆われている。大
正15年（1926）架橋。

4 獅子岩
道路から見ると神路ダムの
対岸にある。ダム湖につき
だした大きな岩。

3 家建の茶屋跡のオオシ
マザクラ
志摩市指定天然記念物

2 天の岩戸
滝祭りの岩屋ともいう。天
照大神が岩戸隠れをした場
所だといわれている洞窟。
ここから湧き出る水は「名
水百選」のひとつに選ばれ
ている。

1 片枝の杉
樹林の南側の境道にある。
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(1)恵利原１
（志摩市磯部町恵利原）
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約 850 ｍ

近
鉄
志
摩
線

上之郷駅

喫茶店の向
かい側のあたりに
捕亡茶屋と呼ばれる
茶屋があった。

伊勢道路

　　ほ場整
備で街道は
なくなって
いる。

青
峯
道

鳥
羽
道

鸚鵡岩
「語り場」で話し
た声が、はなれた
「聞え場」で聞え
る不思議な岩。

3 道標
恵利原区事務所の前のソテ
ツの中。「右　さんぐう道」
と刻まれている。

2 祓戸の瀬渡り
自然石に祓いの神の名を記
した標石が建てられてい
る。

1 当時のおもかげを残す
道
かつてこのあたりには、高
茶屋、直助茶屋と呼ばれた
茶屋があった。

4 伊雑宮
毎年6月24日、御田植祭（日
本三大御田植祭のひとつ）
が行われる。神宮125社。
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(2)恵利原２
（志摩市磯部町恵利原～上之郷）


